





































































研究 状 況 に つ い て 述べる前に,日韓会談関連文書











著 『実録 朴正撃と韓日会談- 5･16から調印ま














だが,2005年 1月に 韓 国 政 府 が 日 韓会談関連文書
5件を公開したことで,状 況 は 変 化 し 始めている｡















































ま ず .主としてE]韓会談会議録の分析を通 じて,



































あ った｡ しかしながら,このように ｢政治的路線｣
が ｢実務的路線｣のオールタナティブだった点を強
調する議論は修正されねばならない ｡ すなわち,請










































































含んでいるため,これらの研究 は 多 かれ少なかれ植
民地支配責任の問題を視野に 入 れ て いる｡そして,
これらの研究は,日韓会談を 動 態 的 に理解するうえ
























































































と見るとき,韓 ･冒国交正常化 の問題 もやはりそれ
をめぐって対立していた二つ の陣営 , す な わ ち 反 対
運動とこれに対する政府 の対 応 を同時 に検 討 せ ざ る





日本の反対運動に つ い ての研究はそれほど多くな
い｡まず,旗日魂 に よ る 先 駆 的 な研究があげられ
る29)O旗田は日本 人 の 朝 鮮 観 の 問 題 点 として,日韓
会談の推進者のみ な らず , 反 対 者 に も日本の朝鮮支
配に対する反省が な か ったこ と を批 判 した3Ol｡また,





























ア諸国にたいする賠償 を 日 本 人 労 働 者 の 経 済 的 負 担
で あるとして戦争責 任 , あ る い は 植 民 地 支 配 責 任 か
ら回避しようとする 姿 勢 を 保 持 し続 け て き た ｡ こ の
ような事実が日本の使 対 運 動 研 究 を 手付かずにして
きた要因かもしれない ｡ い ず れ にせ よ,今後の研究









































第二 に , 敗戦/解放直後及び日韓会談が行われた
時期, す な わち1945年から1965年までの時期とその




































2005年 4月に中学校教科書 検定の結果を報 しこた一
部の メデ ィアは,強制 連 行 , ｢従軍慰安婦｣ とい っ
た日本の加害責任な ど を明記 した記述を ｢韓国に迎
合｣などと評 した39㌔ 当然のことながら,真実を明
らかにすることで日本の責任問題を理角乳 追及する
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17) この点について, 本官は ｢1960年代韓国における
冷戦外交の三類型一 日韓国交正常化,ベトナム派兵,
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